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２）日本の株式・債券市場

出所）ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネジメント作成
※現地通貨ベース ＊ ▲はマイナスを表します。

１）先週の市場動向

≪株式≫
日本株式市場（日経平均株価）は、前週末比で下落しました。
シリコンバレーバンク（SVB）など米国の銀行の経営破綻を受け、国内外の
投資家のリスク回避姿勢が強まるなか、国内株式も売りが優勢となり、前週
末から14日（火）まで３日続落しました。その後、米財務省などによる異例
の救済措置を受け、米国の金融システム不安が和らぐと小幅に反発したもの
の、米地銀や経営不振が続くスイス金融大手のクレディ・スイス・グループ
への支援をめぐり、週末まで一進一退となりました。
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≪ 株式 ≫
米国株式市場（NYダウ）は、前週末比で横ばいとなりました。
10日に経営破綻したSVBに続き、シグネチャー・バンクも経営破綻し、連
鎖破綻や今後の銀行の貸出態度の厳格化による景気鈍化への懸念などから下
落しました。米財務省などによる預金保護の救済措置を受け、金融システム
不安が和らぐとの見方から上昇する場面もあったものの、週末はファース
ト・リパブリック・バンクの支援をめぐる先行き不透明感から下落しました。

４）外国為替市場≪債券≫
日本債券市場（10年国債金利）は、前週末比で低下しました。
日銀が前週9～10日に開いた金融政策決定会合で、現行の金融緩和策を維持
することを決定したことから、週初より投資家の売り持ち高を解消する動き
が続くなか（利回りは低下）、米国の金融システム不安から米長期金利が大
幅低下した流れを受け、低下しました。一時0.240%と2022年11月以来の
低水準をつけました。

5）今週の見通しについて
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３）米国の株式市場
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出所）ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネジメント作成
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米ドル/円相場は、前週末比で円高米ドル安となりました。
SVBをはじめ米国での相次ぐ銀行破綻を受け、米国の利上げ観測が後退する
と、米長期金利が一時3.4％台まで大幅に低下し、日米金利差縮小を意識した
円買い米ドル売りが進みました。週末にかけても金融システム不安が米景気
悪化を招くとの懸念からリスク回避の円買い米ドル売りが優勢となりました。

米中堅銀行の経営破綻と救済措置をめぐり、株式市場は上下に振れやすい
展開となっています。
欧州中央銀行（ECB）は16日（木）の定例理事会で、３会合連続で0.5％
の利上げを決定しました。前週から米国で銀行の経営破綻が相次いでいるこ
とに加え、理事会前日には欧州銀行の信用不安が広がりました。一部では、
ECBは今会合では利上げペースを緩め、金融システム安定を優先するとの見
方もありました。しかしECBは、高止まりするインフレを抑制することが最
優先であるとの姿勢を示しました。次回5月会合では、インフレ動向を見極
めながら、利上げ幅を決定していくものと思われます。
今週は、21～22日の日程で米連邦公開市場委員会（FOMC）が開催され
ます。米銀行の経営破綻や、業績不振など、金融システム不安が続く中、米
連邦準備制度理事会（FRB）は難しい舵取りを迫られることとなりそうです。
米財務省などによる異例の救済措置を受け、今後の米銀行の連鎖破綻への
懸念は一旦後退したものの、銀行の経営不安は欧州にも波及しつつあります。
今週の株式市場は、FOMCの結果とパウエルFRB議長の発言を見極めながら、
慎重に方向感を探るものと思われます。



3/3

商 号 等：ニッセイアセットマネジメント株式会社
金融商品取引業者
関東財務局長（金商）第369号
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